
Ericom PowerTerm 
WebConnect(PTWC)6.0 

 
01_PTWCインストールガイド 

【必須コンポーネント】 
ああ 

[サンプル] 
※本手順書は公開用のサンプルです。 

正規の手順書は製品評価版と一緒にダウンロードできます。 
 

株式会社アシスト 
仮想化事業推進室 

1 
ERI0208A 



ERI0208A 

目次 

1．本資料について   

1-1. 位置づけ 

1-2. Ericom用語 

 

2．使用環境について   
2-1. はじめに 

2-2. 事前に準備するもの   

2-3. 本手順書で使用するサーバ環境 

 

3．PowerTerm WebConnect（PTWC）インストールの事前作業   
3-1. ActiveDirectory（以下AD）ドメインの準備 

3-2. Windowsファイアウォールの受信規則 

3-3. Windowsコンポーネントの変更と追加： IE ESCの設定変更 

3-4. Windowsコンポーネントの変更と追加： Windowsサーバの役割の追加 

 

4．PowerTerm WebConnect（PTWC）のインストールと設定   
4-1. PTWCのインストール   

4-2. ディレクトリサービスの設定   

4-3. PTWC管理コンソールのサンプル設定の削除 

2 



ERI0208A 

1．本資料について 
 1-1. 位置づけ 

 本資料は、Ericom PowerTerm WebConnect（以下PTWC）6.0の簡易導入手順書です。詳細な設定は
「PTWC管理者用マニュアル」をご参照ください。 

 本資料は、PTWCサーバを構築する際の補助的資料として位置づけております。あくまで、簡易的に環境を構築するこ
とに重きを置いておりますので、手順書の前提環境に則る記載になっている点はご容赦ください。 
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1．本資料について 
 1-2. Ericom用語 
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PowerTerm 
WebConnect 

「PowerTerm WebConnect」は、アプリケーションの仮想化、デスクトップの仮想化を 
一元管理するコネクションブローカー製品。本書では、“PTWC”と表記。 
割り当てる対象のリソースによりRemoteView（上位）、DeskView（下位）の2種類のライセンスがある。 
ユーザのアクセス方式として、Application Zone、Application Portal、AccessToGoの3つがある。 

Ericom Blaze 「Ericom Blaze」は、マイクロソフト社標準のRDP（リモートデスクトップ・プロトコル）用ソフトウェア・アクセラレータ。 
本書では、“Blaze”と表記。単体製品として稼働するだけでなく、PTWCにもバンドルされている。 
但し、PTWCにバンドルされているBlazeはPTWCコネクションブローカー経由での利用に限定される。 

Ericom AccessNow 「Ericom AccessNow」は、HTML5対応ブラウザからRDP接続を可能にするリモート接続製品。 
本書では、“AccessNow”と表記。クライアントデバイス側に接続用の関連ソフトウェアの導入を必要としない。 
単体製品として稼働するだけでなく、PTWCにもバンドルされている。 
但し、PTWCにバンドルされているAccessNowはPTWCコネクションブローカー経由での利用に限定される。 

Application Zone デスクトップ上にユーザが利用可能なリソースのアイコンを配信し、アクセスさせる方式。 

Application Portal Webブラウザ内にユーザが利用可能なリソースのアイコンを組み込み配信し、アクセスさせる方式。 

AccessToGo 「AccessToGo」は、Ericom社が提供しているiOSやAndroid端末用のRDPクライアント製品。 
本書では、”ATG”と表記。AppStore､Google Playからのダウンロード（無償）が可能。 
単体製品やPTWCと連携することによって、Blaze機能でリモートアクセスすることも可能。 

DeskView PTWCのライセンス種類の1つ。 
仮想PC（VDI）および物理PC（但しPCoIP接続に限定）をユーザにリソース割り当て可能。 

RemoteView PTWCのライセンス種類の1つ。 
DeskViewに加え、RDS上のサーバ・デスクトップOSおよび仮想アプリケーション、物理PCを 
ユーザにリソース割り当て可能。 

Ericom Secure 
Gateway 

「Ericom Secure Gateway」は、社外からのWAN環境から社内環境にアクセスする際、Blaze通信やAccessNow通信を
セキュアにするためのSSL暗号化を提供。本書では、“ESG”と表記。 
ESGをWindowsサーバ上に導入する、簡易SSL-VPNとしての役割を提供。 
PTWCやBlaze、AccessNowのそれぞれの製品に含まれているため、無償で利用することが可能。 
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2．使用環境について 
 2-1. はじめに 

 本資料は、Windowsサーバの機能(IIS・アプリケーションサーバ)とPTWCサーバのコンポーネントをインストールする手順書
になっています。 

 なお、最小構成での構築をしたい場合には、PTWCサーバとRDSサーバを同居させることも可能です。 

  1台のサーバにPTWCサーバとRDSサーバを同居させる場合の手順は、 「02_RDSサーバインストールガイド 」の資
料も併せてご確認ください。 

 簡易インストール手順書としての位置づけのため、冗長化を考慮した環境構築手順書にはなっておりません。 
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2．使用環境について 
 2-2. 事前に準備するもの 

 評価に必要なサーバ環境 （スペックについては、次ページ参照） 

 PTWCサーバ 1台 （物理/仮想いずれも可） 

 [要件に応じて] RDSサーバ  (物理/仮想いずれも可) 

 [要件に応じて] 仮想PC（VDI）環境  (物理/仮想いずれも可) 

 Active Directoryサーバ 

 PTWC 6.0 インストールメディア 

 Windows Server 2012 R2 OSインストールメディア 

 Active Directoryのドメイン管理者アカウント 

 接続用デバイス（PC、シンクライアント端末、iPad等） 

 RDS方式の評価に必要なもの 

 Windows RDS CAL（120日間の試使用あり） 

 稼動確認用のアプリケーション 

 仮想PC（VDI）方式の評価に必要なもの 

 ハイパーバイザ（VMware ESXi、Microsoft Hyper-V等） 

 VDI用仮想OS（Windows7等） 
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（参考）推奨スペック 

 PTWCサーバ ※1 

 OS ： Windows Server2012R2 

 CPU  ： Quad Core（仮想の場合は1vCPU以上） 

 メモリ  ： 4GB 以上 

 HDD  ： 72GB以上  

 

 RDSサーバ  ※1、2 

 OS ： Windows Server2012R2 

 CPU  ： Quad Core（仮想の場合は1vCPU以上） 

 メモリ  ： 4GB 以上 

 HDD  ： 72GB以上  

 

 仮想PC（VDI）  ※1、2 

 OS ： Windows7 

 CPU  ： 1 Core以上（仮想の場合は1vCPU以上） 

 メモリ  ： 2GB 以上 

 HDD  ： 20GB以上  
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※1：事前に各マシンのネットワーク設定が必須です。 
   （マシン名、静的IP。適切なドメインへの参加） 
※2：導入対象のアプリケーションやユーザ数によって、必要なリソースは異なります。 
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2．使用環境について 
 2-3. 本手順書で使用するサーバ環境 

 PTWCサーバ 

 マシン名 … PTWC60（任意） 

 OS    … Windows2012R2 

 ドメイン  … w2k8r2dc.local（任意） 

 

 RDSサーバ 

 マシン名 … RDS-PTWC60（任意） 

 OS    … Windows2012R2 

 ドメイン  … w2k8r2dc.local （任意） 

 

 仮想PC（VDI） 

 マシン名 … vdi-win7（任意） 

 OS    … Windows7 

 ドメイン  … w2k8r2dc.local （任意） 

 

 Active Directoryサーバ 

 マシン名 … kkaw2k8r2ad（任意） 

 OS    … Windows2008R2 

 ドメイン  …  w2k8r2dc.local （任意） 
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3．PowerTerm WebConnect（PTWC）インストールの事前作業 
 3-1. ActiveDirectory（以下AD）ドメインの準備 

 PTWC環境はADのドメインが必要となります。事前に以下の準備を行ってください。 

 PTWCサーバをドメインへ参加させる。 

 PTWCサーバのインストール作業用として、ドメイン管理者アカウントを用意する。 

 Ericom検証用に、テストユーザアカウントを必要数用意する。 

 RDSサーバや仮想PC（VDI）を検証する場合には、それらもドメインへ参加させる必要あり。 
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3．PowerTerm WebConnect（PTWC）インストールの事前作業 
 3-2. Windowsファイアウォールの受信規則 

 本章では、「PTWC60」サーバにて作業を実施します。 

 あらかじめPTWCサーバが使用するポートをWindowsファイアウォールで開放する必要があります。 

 今回はEricom PTWCの検証目的のため、全てのポートを開放する手順にしています。 

 個別に設定したい場合には、マニュアルをご覧いただくか、弊社までお問い合わせください。 
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（参考）PTWCサーバ環境下にて用いられる ポート番号一覧 

 ※1：別建てのRDSサーバの場合でも必要となるポートとなります。 

 ※2：VDI環境でも必要となるポートです。 
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ポート番号 利用箇所 

4000 初期設定値の PowerTerm WebConnect コンポーネント 

4001 PowerTerm WebConnect Administration Tool 

4020 PowerTerm Load Balancer (※1) 

4030 アプリケーション公開のためのリモートWebブラウザ (※1) 

4045 EricomTools （DeskView VDI） (※2) 

3389 Microsoft RDP  (※1) (※2) 

3399 Ericom Blaze用ポート (※1) (※2) 

8080 Ericom AccessNow HTML5 クライアント (※1) (※2) 

80 WebPortalサイト用ポート 
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1 :  [コントロールパネル]より、[Windows ファイアウォール]をクリックします。 
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2 :  [Windows ファイアウォール]の設定画面より、[Windows ファイアウォールの有効化また
は無効化]をクリックします。 
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3 :  今回は簡易にPTWCサーバを構築することに重きを置き、疎通が確実に行えるよう
[Windows ファイアウォールを無効にする]に設定します。 
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3．PowerTerm WebConnect（PTWC）インストールの事前作業 
 3-3. Windowsコンポーネントの変更と追加 
 ：IE ESC（Internet Explorerセキュリティ強化の構成）の設定変更 
 
 

 

 IE ESCが有効のままでは、インターネット・アクセスが制限されます。 

 PTWCは、ActiveXコントロールやスクリプトの実行、ファイルのダウンロード、JavaScriptを用いたメニューの実行を行う
必要があるため、IE ESCをオフに設定する必要があります。 

 ちなみに、リモートデスクトップサービスをインストールした場合、IE ESCの「ユーザグループ」のみ、自動でオフに設定されま
す。 
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1:  [サーバー マネージャー]を起動し、[ローカルサーバー] - [IE セキュリティ強化の構成]をクリッ
クします。 
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2 :  [Administratorsグループ]、[Usersグループ]共に[オフ]を選択します。 
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3．PowerTerm WebConnect（PTWC）インストールの事前作業 
 3-4. Windowsコンポーネントの変更と追加 
 ：Windowsサーバの役割の追加  

 

 PTWCサーバにアプリケーションサーバの役割を追加します。 

 PTWCサーバにWebサーバ（IIS）の役割を追加します。IISのインストール完了後、一部設定を変更します。今回
PTWCサーバはWindows Server 2012 R2を想定しているため64bitOSとなりますが、PTWCのアクセス用Web
ポータルは32bitアプリケーションのため、IIS上で32bitアプリケーションが稼働するようにパラメータを有効化します。 

 Ericom PTWCでは、Microsoft .NET Framework3.5SP1以降と4以降を必要とします。.NET Framework 
3.5SP1のインストールには、本手順ではOSのインストールメディアを使用します。 
本手順書では、DドライブにOSのインストールメディアをマウントしております。 

 なお、1台のサーバにPTWCサーバとRDSサーバを同居させたい場合、本資料の[3-4]章に記載している手順を参考に
IISとアプリケーションサーバの役割をインストールした後に、「 02_RDSサーバインストールガイド」をご覧いただき、追加で
作業を実施してください。 

 

 【参考】PTWC・RDS同居構成の場合、下記インストールガイドの資料と章番号を順番に参照してご導入下さい。 
 

  (手順1) 01_PTWCインストールガイド [3-4]章 「Windowsコンポーネントの変更と追加:サーバの役割の追加」  

  (手順2) 02_RDSサーバインストールガイド [3-2]章 「RDSサーバの役割追加」 

                             [3-3]章 「リモート デスクトップ ライセンス サーバーのアクティブ化」 

                             [3-4]章 「RDSセッションホストの設定」 

  (手順3) 01_PTWC6.0インストールガイド [4]章~最後まで 「PTWCサーバのインストール」 

  (手順4) 02_RDSサーバインストールガイド [4]章 「AccessServerインストール」 

  (手順5) 02_RDSサーバインストールガイド [5]章 「アプリケーションの公開設定」  
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1:  [サーバー マネージャー]より、[2.役割と機能の追加]をクリックし、ウィザードを開始します。 
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2 :  [次へ]をクリックします。 
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3:  [役割ベースまたは機能ベースのインストール]を選択して、[次へ]をクリックします。 
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4 :  対象のサーバーを選択し、[次へ]をクリックします。 
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5 :  [Webサーバー(IIS)]を選択します。 
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6 :  [機能の追加]をクリックします。 
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7 :  [アプリケーションサーバー]を選択し、[次へ]をクリックします。 
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8 : [次へ]をクリックします。 
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9 : [次へ]をクリックします。 

 

28 



ERI0208A 

10 :  [アプリケーション開発] - [ASP]を選択します。 
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11: [機能の追加]をクリックします。 
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12:  [管理ツール] - [IIS管理スクリプトおよびツール]を選択し、[次へ]をクリックします。 
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13 : [次へ]をクリックします。 
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14:  [Webサーバー(IIS)サポート]を選択します。 
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15 : [機能の追加]をクリックします。 
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16 :  [次へ]をクリックします。 
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17:  代替ソースパスの指定をクリックします。 
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18:  Windows2012R2 OSメディアより、[SXS]フォルダパスを指定します。ここでは、
[D:¥sources¥sxs] を指定します。 [OK] ボタンをクリックします。 
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19:  設定内容を確認し、[インストール]ボタンをクリックします。 
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20 :  インストールが開始します。 
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21 :  インストール結果が表示されます。内容を確認し、[閉じる]ボタンをクリックします。 
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22 :  [コントロールパネル]より、[管理ツール]-[インターネットインフォメーションサービス（IIS）
マネージャー]を起動します。 
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23 :  [アプリケーションプール] - [DefaultAppPool]を選択し、右ペインの[詳細設定]をクリッ
クします。 
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24 :  [全般] - [32ビットアプリケーションの有効化]を[True]に変更し、[OK]をクリックします。 
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【参考】 RDSサーバ評価環境の同居構成について 
 
 PTWCサーバとRDSサーバを同居させて、最小構成でご評価いただく場合、PTWCのインストー
ルより先にRDSサーバとRDSライセンスサーバの役割をインストールします。 
 下記、インストールガイドのページを参考にご設定下さい。 

 【参考資料】  02_RDSサーバインストールガイド  

 

 [P.13～P.35] 
3．RDSの導入 
 3-2. Windowsコンポーネントの変更と追加： Windowsサーバーの役割の追加  
      － リモート デスクトップ サービス（RDS） 

 

 [P.36～P.44] 
 3．RDSの導入 
 3-3. リモート デスクトップ ライセンス サーバーのアクティブ化 

 

 [P.45～P.60] 
3．RDSの導入 
 3-4. リモート デスクトップ セッション ホストの設定 
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4．PowerTerm WebConnect（PTWC）のインストールと設定 
 4-1. PTWCのインストール 
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1 :インストールメディア内のPTWCインストーラを実行します。 
  インストールメディア¥PTWC¥P600001¥ptdj.exe 
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2 :  [Next]をクリックします。 
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3 :  PTWCインストーラを解凍するフォルダを指定し、[Next]をクリックします。 
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4 :  ファイルの解凍が完了後、[Ericom Setup]が自動起動します。[Evaluate]をクリックしま
す。 
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5 :  インストールウィザードが続行されます。[Next]をクリックします。 
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6 :  ライセンス条項を確認のうえ、[I accept the terms in License Agreement]を選択
し、[Next]をクリックします。 
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7 :  今回はPTWCの全てのコンポーネントを1台のサーバにインストールするため、[Full 
Instralation - All PowerTerm WebComponents]を選択し、[Next]をクリックします。 
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8 :  PTWCサーバのインストールフォルダを指定し、[Next]をクリックします。 
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9 : [Next]をクリックします。 
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10 :  [Next]をクリックします。 
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11 :  [PowerTerm WebConnect Cluster]画面にて任意のクラスタ名を入力し、[OK]を
クリックします。(ここでは[Ericom]と入力します。) 
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12 :  このPTWCサーバをRDSサーバとして機能させるかどうか(RDS用エージェントをインストール
するかどうか)を確認するメッセージが表示されます。今回はPTWC専用サーバとしてインストールす
るため、[いいえ]をクリックします。 
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13 :  PTWCサーバの評価ライセンスの確認画面が表示されます。初回インストール時にはライセ
ンスがアクティベーションされていないため、ライセンス購入ユーザであっても、この画面は表示されま
す。[OK]をクリックします。 
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14 :  すでにPTWCサーバが導入されている場合には、その情報を引き継ぐことが可能な旨のメッ
セージが表示されます。[OK]をクリックします。 
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15 :  その他PTWC関連ソフトウェアをインストールする場合の保存場所（[AddOns]フォルダ）
についてのメッセージが表示されます。[OK]をクリックします。 
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16 :  インストール完了後、次の画面が表示されます。 [View Readme File]でReadmeを確
認できます。[Place Icons on the Desktop]をクリックし、デスクトップにPTWCのショートカッ
トを作成します。 
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17 :  PTWCのショートカットアイコンがデスクトップに作られた旨の確認メッセージが表示されます。
[OK]をクリックします。 
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18 :  先ほど同様に、その他PTWC関連ソフトウェアをインストールする場合の保存場所
（[AddOns]フォルダ）についてのメッセージが表示されます。[OK]をクリックします。 
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19 :  [Exit and Run PowerTerm WebConnect Server]をクリックし、ウィザードを終了
させます。 
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4．PowerTerm WebConnect（PTWC）のインストールと設定 
 4-2. ディレクトリサービスの設定 
 

 

 PTWCの認証で使用するディレクトリサービスを設定します。 

 既にPTWCサーバはWindowsドメインに参加していますので、参加ドメインで使用されているディレクトリサービスが設定
されているはずですが、念のため確認をしてください。 
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1 :  [PowerTerm WebConnect Administration Console]のアイコンをダブルクリック
して、管理コンソールを起動します。 
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2 :  PTWC管理コンソールにログインするためのダイアログが表示されます。初期設定では
[Administrator]ユーザが管理者になっており、パスワードは未設定です。[Connect]をクリック
します。 
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3 :  パスワードが設定されていないため、パスワード設定を推奨するメッセージが表示されます。
[OK]をクリックします。 
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4 :  今回は簡便に設定を行うため、PTWC簡易メニュー[Quick Access]から操作を行います。
[Configure Directory Services]をクリックします。なお、このメニューを閉じ、裏側に起動して
いる管理コンソールから操作を行うことも可能です。 
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5 :  [Directory Services]ダイアログが表示されます。PTWCサーバが参加しているドメイン名
が初期設定のディレクトリサービスとドメイン名として表示されています。 
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6 :  ドメイン名を選択し、[Properties]をクリックします。 
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7 :  [Type]フィールドを[Anonymous]から[Windows Authentication(Kerberos)]に
変更します。既にドメインに参加しているので、管理者アカウント、パスワードを設定する必要はあり
ません。 
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8 :  [Connect]をクリックします。 
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9 :  認証エラーのメッセージが表示されず、[Connect]が[Disconnect]表示になれば設定終
了です。[OK]ボタンをクリックします。 
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10 :  [Close]をクリックして、ディレクトリサービスの設定を終了します。 
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11 :  PTWC簡易メニュー[Quick Access]を[Close]で閉じます。 
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4．PowerTerm WebConnect（PTWC）のインストールと設定 
 4-3. PTWC管理コンソールのサンプル設定の削除 
 

 

 PTWCサーバを標準インストールすると、PTWC管理コンソールにメーカー側がサンプルで用意している設定が一覧表示
されます。特に必要のない設定のため、必要に応じて手順に則り、削除をお願いします。 
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1 :  PTWC管理コンソール[PowerTerm WebConnect Administration Console]を起
動すると、メーカー側でサンプルで用意している設定が一覧に表示されます。必要がなければ、削除
します。 
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2 :  サンプルを全選択して、管理コンソール上の[Action]-[Delete]を順にクリックし、削除しま
す。 
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3 :  確認画面が表示されるので、[はい]をクリックします。 
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4 :  削除されました。 
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改訂履歴 

 2013年07月26日： 初版発行 

 2013年09月10日： 一部文言の変更 

 2014年04月11日： PTWC5.8.2.1用に修正 

 2014年08月15日： Windows Server 2012 R2用に修正 

 2015年06月30日： PTWC6.0用に修正 

 2015年12月22日： 修正 
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本書に記載されている会社名または商品名は、各社の商標または登録商標です。 

本書の一部あるいは全部を当社および著者の承諾なしに無断で転写、複写することは著作権の権利侵害となりますので、 

ご注意ください。 
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